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2023年度 市民活動に関する状況調査アンケート ご協力のお願い  □E  【提出〆切：6月30日(金)】 

ちがさき市民活動サポートセンターでは、データベース登録団体に向けて、毎年アンケート 

調査を実施しております。 本アンケートにより、市民活動の現状と課題を把握するとともに、

いただいたご意見を今後の施設運営や市民活動の支援・推進事業に役立ててまいります。 

ぜひ皆さまの率直なご意見をお聞かせください。 

※回答集計後には情報共有のため、集約した内容を後日ニューズレター等にてご報告いたします。 

 
  

記入日： 2023年   月   日 

Q.1 団体名称 ：  

  

Q.2 回答者について（該当するものに〇、その他を選択の場合は記述してください） 

 ・代 表 ・副代表 ・事務局 ・連絡担当 ・会 員 ・その他（ ） 

  

Q.3 活動の頻度（該当するものに〇、その他を選択の場合は記述してください） 

 ・週 5回以上 ・月 1回/週 1回など、定期的  

 ・必要に応じて、不定期 ・活動休止中 

 ・その他（ ） 

  

Q.4 主な収入源について（該当するものに〇、複数回答可） 

 ・会費収入 ・寄附金/賛助金/協賛金 ・事業収入 

 ・民間助成金 ・げんき基金 ・行政からの業務委託 

 ・その他（ ） 

  

Q.5 主な支出費目について（該当するものに〇、複数回答可） 

 A. 施設使用料 B. 講師等への謝礼金 C. スタッフ等人件費 

 D. 家賃･光熱水費などの固定費 E. 印刷・製本費 F. 郵送･通信費 

 G. 消耗品費 H. 委託・外注費 I. 什器等備品費 

 J. 調査研究費 K. 旅費交通費  

 その他（   ） 

  

Q.6 現時点で、団体が抱える運営上困りごとは？（該当するものに〇、複数回答可） 

 A. 会員のなりてがいない B. ボランティア不足 C. 後継者がいない D. 活動資金の不足 

 E. 活動場所の確保が難しい F. 情報発信力が弱い G. 事務スキルが不足している 

 H. 行政との事業連携・協力の糸口がつかめない I. 他の市民活動団体や地域・企業との連携が難しい 

 J. 企業から協賛を受けるのが難しい K. 特にない 

 その他（   ） 

  

Googleフォーム 

コチラから 
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Q.7 前項の困りごとを、外部に相談しましたか？（該当するものに〇） 

 ・相談した （Q.8-9へ） ・相談しなかった （Q.10へ） 

  

Q.8 相談先として該当するものを教えてください（該当に〇、複数回答可） 

 A. 普段から付き合いのある市民活動団体  

 B. ちがさき市民活動サポートセンター 

 C. 茅ヶ崎市役所 

 D. 茅ヶ崎市社会福祉協議会 

 E. かながわ県民活動サポートセンター 

 その他（   ） 

  

Q.9 相談先として選んだ理由は？（該当するものに〇、複数回答可） 

 A. 日頃から相談している B. 信頼できるから C. 専門知識を有しているから 

 D. 気軽に話せるから E. 無料だから F. 他団体からの紹介 

 G. ネット検索などで見つけた 

 その他（   ） 

  

Q.10 相談しなかった理由は？（該当するものに〇、複数回答可） 

 A. 自団体内で解決できた B. 相談先がわからなかった 

 C. 相談する時間がなかった D. 相談する必要はないから 

 その他（   ） 

  

Q.11 これから必要と思われる支援策を教えてください（該当するものに〇、複数回答可） 

 A. 人材不足解消に向けた支援 

 B. 活動資金調達に関する支援 

 C. 活動内容・事業企画に関する支援 

 D. 広報活動(広報紙･HP･チラシ･SNS等)に関する支援 

 E. PC操作に関する支援 

 F. 法人事務(設立･会計･事業報告書等)に関する支援 

 G. 多様な主体(行政･企業･学校･地域等)とのネットワークづくり 

 H. 活動分野・テーマでの、市民活動団体･関連機関とのネットワークづくり 

 I. 特にない 

 その他（   ） 
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Q.12 他の市民活動団体･行政･学校･企業･地域等との連携･協働の経験は？（該当するものに〇） 

 ・ある （Q.13-15へ） ・ない （Q.16へ） 

  

Q.13 つながりのある他の主体とは？（該当するものに〇、複数選択可） 

 A. ほかの市民活動団体  B. 地縁団体（自治会）  C. 地縁団体（自治会以外） 

 D. 企業･事業者  E. 行政  F. 学校等教育機関 

 G. 福祉関連施設 

 その他（   ） 

  

Q.14 どの様なつながりですか？（該当するものに〇、複数回答可） 

 A. 活動資金 B. 活動場所 C. 人材協力  D. 備品･機材 

 E. 物資（消耗品･食品など）  F. 専門的な知識･技術等のノウハウ支援 

 G. 広報活動  H. 情報の共有 

 その他（   ） 

  

Q.15 つながりの内容とそのキッカケは？ （できるだけ具体的に教えてください） 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

Q.16 連携していない理由を教えてください（該当するものに〇、複数回答可） 

 A. つながり方がわからない  B. 連携の機会がなかった 

 C. 連携する必要がない  D. 特に理由はない 

 その他（   ） 

  

Q.17 今後、連携･協働したい相手先があれば教えてください（該当するものに〇、複数回答可） 

 A. 自治会等地縁団体 B. 企業･事業者 C. 行政  D. 学校等の教育機関 

 E. ほかの市民活動団体や公益･非営利法人 F. 特にない 

 その他（   ） 
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アンケートにご回答いただき、ありがとうございました。 

Q.18 これまでのサポセン事業で、参加できなかった場合の理由を教えてください（該当するものに〇、複数回答可） 

 A. ほかの予定･用事と重なったため 

 B. 参加できる曜日や時間帯ではないため 

 C. 団体の活動に直接関係しないから 

 D. 事業内容に関心を持てなかった 

 E. サポセンからのお知らせに気付かなかった 

 F. 団体内で情報共有ができていなかった 

 E. 特に理由はない 

 その他（   ） 

  

サポセンでは市民活動団体が参加できる、以下のような各種事業を実施しています。 

 ⚫ 市民活動団体 ITスキルアップミニ講座（PhotoScapeX、Word、PowerPoint、Google等） 

⚫ NPO講座（団体立上げ～運営、活動資金獲得、会計、チラシづくり、Web広報等） 

⚫ SDGsカフェ（17目標から、毎回テーマを変えて開催） 

⚫ ボランティア塾 in 鶴嶺高校（参加団体が、1年生向けに市民活動の体験講座を実施） 

⚫ 地域の居場所づくり交流会（居場所を軸に、課題解決に向けた取組･先進事例等の学び･交流） 

⚫ こどたん+(プラス)（多世代交流型 体験型イベント） 

 

  

Q.19 「茅ヶ崎市市民活動げんき基金」補助制度を知っていますか？ 

 ・知っている ・知らない 

＜げんき基金とは＞ 

⚫ 市民や団体、企業等からの寄付を財源とした「げんき基金」は、市民活動団体等が実施する『広く市民を対象とした公益

性の高い事業』を支援しています。 

⚫ 補助の種類には、初めて申請する団体を対象とした【スタート支援】と、既にスタート支援を受けた または 設立後 2

年以上の団体を対象とした【ステップアップ支援】があります。 

⚫ 12月～翌年 1月にかけて対象事業を広く公募し、公開ヒアリングまたはプレゼンテーションの結果を踏まえて、公益

性、発展性、費用の妥当性などを基準に、市民活動推進委員会により採択されます。 

  

Q.20 げんき基金補助制度の活用について（該当するものに〇） 

 A. 来年度以降で、申請を考えている B. 補助事業として採択されたことがある 

 C. 制度をよく知ってから検討したい D. 申請の予定はない 

 その他（   ） 

  

Q.21 その他ご意見・ご提案など、自由にご記入ください 

  

  

  

  

  

  

  


